
各
支
部
で
活
発
な
学
術
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る

兵
庫
県
支
部
活
動
講
演
会

平
成
１９
年
度
松
本
歯
科
大
学
校

友
会
兵
庫
県
支
部
活
動
講
演
会
が

８
月
２５
日
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
神
戸

（
旧
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
）
に
て
総
会
に
引
き
続
き
行
わ

れ
た
。
講
師
に
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、
現
在
は

天
理
大
学
柔
道
部
監
督
、
同
体
育

学
部
准
教
授
の
篠
原
信
一
先
生
を

招
い
て
、（
演
題
）「
競
技
生
活
を

振
り
返
り
、
今

指
導
者
（
管
理

者
）
と
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
」

が
行
わ
れ
た
。

講
演
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
で
の
話
や
、
試
合
本
番
で

の
精
神
論
、
ご
自
身
が
柔
道
の
道

に
導
か
れ
、
そ
し
て
は
っ
き
り
と

し
た
目
標
を
持
っ
て
か
ら
の
柔
道

に
対
す
る
取
り
組
み
方
、
現
在
に

は
後
進
の
指
導
に
つ
い
て
な
ど
、

そ
れ
と
、
日
本
柔
道
連
盟
の
選
手

に
対
す
る
、
練
習
か
ら
試
合
本
番

ま
で
の
完
璧
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

つ
い
て
な
ど
、
時
間
が
短
く
感
じ

ら
れ
る
ほ
ど
の
講
演
振
り
だ
っ

た
。

最
後
に
兵
庫
県
支
部
副
会
長
、

林
先
生
よ
り
講
師
に
対
し
謝
辞
を

申
し
述
べ
ら
れ
無
事
講
演
会
は
終

了
し
た
。

梓

学
（
１９
期
生
）

８
月
２５
日
�土

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
神
戸（
旧
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）
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富
山
県
支
部
学
術
講
演
会

２
０
０
７
年
８
月
２５
日
（
土
）

富
山
県
支
部
学
術
講
演
会
が
富
山

第
１
ホ
テ
ル
に
て
王

宝
禮
先
生

（
松
本
歯
科
大
学
歯
科
薬
理
学
講

座
・
大
学
院
口
腔
内
科
教
授
）
を

お
招
き
し
、「
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

感
染
症
と
し
て
の
歯
周
病
薬
物
療

法
の
実
際
」
と
い
う
演
題
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
６
年

に
「L

in
d
h
e

の

臨
床
歯
周
病
学
」（
岡
本
浩
監
訳
）

は
出
版
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
歯

科
医
師
が
日
常
臨
床
に
於
い
て
お

こ
な
っ
て
い
る
歯
周
病
治
療
は
、

イ
エ
テ
ボ
リ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
と
思

う
。し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

講
演
の
眼
目
は
歯
周
病
の
原
因
で

あ
る
細
菌
の
除
去
を
目
的
と
し

た
、
い
わ
ゆ
る
外
科
的
療
法
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
我
々
が
少
な
か
ら

ず
経
験
す
る
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
は
、
外
科
的
処
置
以
外
の
い
わ

ゆ
る
（
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

抗
菌
薬
の
使
用
に
よ
る
）
内
科
的

療
法
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
、
当
支
部
は
松

本
歯
科
大
学
の
王

宝
禮
教
授
に

「
抗
菌
薬
の
全
身
投
与
に
よ
る
歯

周
病
治
療
」
を
お
願
い
し
た
。

王
教
授
は
私
が
今
更
、
紹
介
す

る
ま
で
も
な
く
、
全
国
各
地
で
講

演
し
、
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
て
い

る
臨
床
薬
理
学
研
究
者
で
あ
る
の

で
、
今
回
は
校
友
会
員
だ
け
で
は

な
く
他
大
学
卒
の
歯
科
医
師
の
参

加
も
認
め
た
。

講
演
は
学
術
的
内
容
に
と
ど
ま

ら
ず
、
歯
科
界
へ
の
提
言
も
盛
り

込
ま
れ
た
充
実
し
た
内
容
で
あ

り
、
全
て
の
参
加
者
か
ら
（
今
回

の
企
画
に
つ
い
て
）
賞
賛
を
頂
く

こ
と
が
出
来
た
。

参
加
者
は
３２
名
、
そ
の
う
ち
、

校
友
会
員
は
８
名
で
あ
っ
た
。

校
友
会
員
の
参
加
者
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）。

澤
本
正
登
（
３
期
）、
新
川
い

く
み
（
３
期
）、
星
野
照
宗
（
４

期
）、
本
村
浩
（
５
期
）、
松
倉
純

一

郎
（
１０
期
）、
林

恒

人
（
１３

期
）、
川
渕
貴
司
（
２２
期
）、
村
山

偉
知
朗
（
２
期
）

村
山

偉
知
朗
（
２
期
生
）

８
月
２５
日
�土

富
山
第
１
ホ
テ
ル

松松
本本
歯歯
科科
大大
学学
校校
友友
会会

広広
報報

シドニーオリンピック銀メダリストの篠原先生
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広
島
県
支
部
学
術
講
演
会

平
成
１９
年
９
月
１
日
（
土
）
午

後
５
時
３０
分
よ
り
広
島
市
東
区

「
鶴
羽
神
社
二
葉
」
に
お
い
て
出

席
者
２０
名
を
迎
え
、
広
島
県
支
部

学
術
講
演
会
講
習
会
が
開
催
さ

れ
、
竹
丸
支
部
長
の
挨
拶
後
講
演

に
移
っ
た
。
講
師
は
こ
の
４
月
に

本
学
特
殊
診
療
科
及
び
大
学
院
健

康
増
進
口
腔
科
学
講
座
教
授
に
就

任
さ
れ
た
小
笠
原

正
教
授
（
６

期
）
に
お
願
い
し
て
「
有
病
者
の

歯
科
治
療
と
偶
発
事
故
の
対
応
」

と
題
し
て
、
医
学
的
評
価
、
症
候

別
の
対
応
や
疾
患
別
の
対
応
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
今

後
急
速
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

患
者
さ
ん
の
有
病
者
率
が
高
ま
る

中
、
日
常
臨
床
に
お
け
る
緊
急
事

態
を
避
け
る
た
め
に
、
十
分
な
問

診
や
現
症
の
評
価
、
痛
く
な
い
局

所
麻
酔
法
や
、
異
物
誤
嚥
時
や

シ
ョ
ッ
ク
時
の
対
応
等
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ビ
デ
オ
、
資

料
を
ま
じ
え
詳
し
く
わ
か
り
や
す

い
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
同

窓
の
教
授
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
な
さ
れ

充
実
し
た
講
演
会
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
小
笠
原
教
授
か
ら
は
母
校
の

近
況
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
、

参
加
し
た
校
友
会
員
に
は
と
て
も

有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

午
後
１０
時
に
佐
藤
裕
紀
専
務
の
閉

会
の
辞
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

井
上

義
久
（
１１
期
生
）

９
月
１
日
�土

広
島
市
東
区
「
鶴
羽
神
社
二
葉
」

東
京
都
支
部
学
術
講
演
会

７
月
１５
日
（
日
）
に
予
定
し
て

い
た
講
演
会
が
、
当
日
台
風
の
た

め
に
順
延
に
な
り
、
今
回
９
月
３０

日
（
日
）
中
央
区
京
橋

三
栄
ビ

ル
別
館

昭
和
薬
品
化
工
㈱
内
を

会
場
に
、
東
京
都
支
部
学
術
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
術
講
演
会
は
、
最
近
の
健
康

保
険
制
度
の
停
滞
に
よ
る
歯
科
医

院
経
営
の
圧
迫
を
、
発
想
の
転
換

で
、
増
患
、
増
収
し
て
い
こ
う
と

い
う
企
画
で
、
講
師
と
し
て
、
田

村
仁
志
先
生
（
３
期
生
・
杉
並
区

開
業
）
を
招
き
、「
発
想
の
転
換

で
増
患
、
増
収
」
―
リ
コ
ー
ル
の

増
え
る
シ
ス
テ
ム
作
り
と
は
―
と

題
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
医
院
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
し
て
、
リ
コ
ー
ル
の
増
え

る
シ
ス
テ
ム
作
り
（
患
者
満
足

度
、
宣
伝
効
果
に
つ
い
て
、
地
域

に
根
づ
い
た
活
動
、
待
合
室
に
つ

い
てetc

）、
日
常
臨
床
に
必
要

な
周
辺
機
器
の
紹
介
と
し
て
、
炭

酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
、
高
周
波
機

器
、
超
音
波
機
器
の
よ
り
臨
床
的

な
使
い
方
、
コ
ツ
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
最
近

先
生
が
全
国
的
に
講
演
さ
れ
て
い

る
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
「T

-sy
s-

tem

プ
チ
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
の
実

践
」
に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ

き
、
活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
野

浩
一
（
２
期
生
）

９
月
３０
日
�日

中
央
区
京
橋

三
栄
ビ
ル
別
館

昭
和
薬
品
化
工
�株
内

２

竹丸広島県支部長

講師の田村先生

講師の小笠原教授

松本歯科大学校友会―広報 第３２号 ２００７年１２月１日

http : //www.mdu.ac.jp/link/koyukai/index.html



宮
城
県
支
部
活
動
講
演
会

２
０
０
７
年
１０
月
１３
日
（
土
）

午
後
７
時
よ
り
宮
城
県
歯
科
医
師

会
館
に
お
い
て
、
平
成
１９
年
度
松

本
歯
科
大
学
校
友
会
宮
城
県
支
部

活
動
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
大
阪
市
開
業
の
吉
永

勉
先
生
（
１０
期
卒
）
に
よ
り
「
目

か
ら
う
ろ
こ
の
歯
科
医
院
経
営
」

と
題
し
て
約
２
時
間
に
わ
た
り
講

演
が
行
わ
れ
た
。
本
学
校
友
会
の

会
員
以
外
も
多
数
の
参
加
者
が
あ

り
盛
況
裏
に
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
講
演
は
生
い
立
ち
や
兄
弟
、

医
院
の
紹
介
、
さ
ら
に
は
学
生
時

代
の
栄
光
（
ロ
ー
ラ
ー
ダ
ン
シ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
等
）、
本
人

い
わ
く
修
羅
場
体
験
な
ど
と
て
も

ユ
ニ
ー
ク
な
導
入
か
ら
参
加
者
を

み
ご
と
に
引
付
け
、
さ
す
が
多
数

講
演
会
を
行
っ
て
い
る
感
じ
が
し

た
。
今
の
状
況
に
常
に
危
機
感
を

持
ち
行
動
す
る
こ
と
そ
れ
も
ス

ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。
ま

た
ス
タ
ッ
フ
を
大
切
に
す
る
こ
と

な
ど
、
解
っ
て
い
る
様
で
な
か
な

か
で
き
な
い
こ
と
を
ユ
ー
モ
ア
を

ま
じ
え
、
正
に
目
か
ら
う
ろ
こ
の

語
り
口
で
講
演
し
、
や
り
方
次
第

で
歯
科
は
益
々
明
る
い
未
来
が
あ

る
。
原
点
に
戻
り
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
驕
ら
ず
、
慣
れ
に
甘

ん
じ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆

し
た
す
ば
ら
し
い
講
演
会
で
あ
っ

た
。

太
宰

徳
夫
（
２
期
生
）

１０
月
１３
日
�土

宮
城
県
歯
科
医
師
会
館

兵
庫
県
支
部
学
術
講
演
会

平
成
１９
年
度
松
本
歯
科
大
学
校

友
会
兵
庫
県
支
部
学
術
講
演
会

が
、
１０
月
２０
日
に
兵
庫
県
私
学
会

館
に
お
い
て
、
午
後
２
時
よ
り
開

催
さ
れ
た
。
講
演
会
は
２
部
に
分

け
て
、
前
半
に
は
兵
庫
県
加
古
川

市
に
て
税
理
士
事
務
所
開
業
の
、

辻
田

重
恵
（
つ
じ
た

し
げ
よ

し
）
先
生
に
よ
り
、「
歯
科
医
の

為
の
役
に
立
つ
話
」、
そ
の
後
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
歯
科
器
材
メ
ー

カ
ー
５
社
に
よ
り
、
機
器
、
材
料

説
明
、
５
時
よ
り
芦
屋
市
開
業
の

野
阪

泰
弘
先
生
に
よ
り
「
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
骨
造
成
術
」

講
演
が
な
さ
れ
た
。

当
日
、
土
曜
日
の
午
後
２
時
か

ら
と
い
う
時
間
で
も
あ
っ
た
が
、

３０
人
を
超
え
る
先
生
方
が
駆
け
つ

け
、
辻
田
税
理
士
の
講
演
は
経
営

者
と
し
て
の
心
構
え
や
経
営
者
と

し
て
の
目
標
設
定
な
ど
、
熱
の
帯

た
講
演
で
あ
り
、
会
員
の
先
生
方

か
ら
質
問
が
多
数
飛
び
交
い
、
約

２
時
間
は
短
く
感
じ
ら
れ
た
程
で

あ
っ
た
。

機
器
展
示
ブ
ー
ス
に
も
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
器
材
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
、
高
周
波
な
ど
の
機
器
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
会
員

の
先
生
方
は
盛
ん
に
質
問
や
、
説

明
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
メ
ー

カ
ー
の
方
も
忙
し
く
対
応
し
て
い

た
様
子
で
あ
っ
た
。

後
半
の
講
演
に
は
夕
方
か
ら
の

参
加
の
会
員
や
、
他
府
県
の
会
員

外
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
手
術
後
で
の
リ
カ
バ

リ
ー
症
例
、
Ｃ
Ｔ
で
の
術
後
の
経

過
追
跡
の
症
例
な
ど
、
あ
っ
と
い

う
間
の
時
間
経
過
で
あ
っ
た
。
現

執
行
部
で
の
初
め
て
の
学
術
講
演

単
独
事
業
で
あ
っ
た
が
、
出
席
者

よ
り
学
術
講
演
を
通
じ
て
会
員
の

繋
が
り
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
お
こ
な
っ
て
欲
し
い

と
要
望
が
出
る
な
ど
、
有
意
義
な

講
演
会
は
午
後
７
時
に
終
了
し

た
。

梓

学
（
１９
期
生
）

１０
月
２０
日
�土

兵
庫
県
私
学
会
館

講師の辻田先生

３
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編
集
後
記

北
信
地
方
で
は
初
雪
が
み
ら

れ
、
日
に
日
に
寒
さ
を
感
じ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
会

員
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜

り
、
５
刊
目
の
発
刊
と
な
り
ま
し

た
。
広
報
で
は
皆
様
に
貢
献
で
き

る
よ
う
一
層
努
力
し
て
お
り
ま
す

が
、
発
刊
日
や
紙
面
の
都
合
上
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
記
事
の
校
正

や
お
写
真
の
掲
載
数
が
ご
希
望
に

そ
え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
不
備
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も

可
能
な
限
り
改
善
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

E
-m
ail
in
fo
_
alu
m
n
i@
p
o
.

m
d
u
.ac.jp

大
須
賀

直
人

卒業生子女の就学に対する優遇制度について

本学歯学部に就学中の本学卒業生の子女の学生納付金につきましては、そのう

ち教育施設等拡充費を半額に減免する優遇制度を設け、実施することといたしま

した。

本学の卒業生各位に対し、その社会への貢献と、本学の教育基盤や施設の強化

整備に寄与されてこられたことへの優遇措置として、対象就学生につき、その就

学を支援いたしたく、次表のとおり優遇減免措置を実施いたす次第であります。

問い合わせ先：松本歯科大学経理課 ＴＥＬ０２６３－５１－２０２３

（２００６年度入学者から適用実施）

納付金額

２１５万円

２００万円

１３５万円

１０５万円

９０万円

９０万円

８３５万円

教育施設等拡充費学年別納付金額

減免額

２１５万円

２００万円

１３５万円

１０５万円

９０万円

９０万円

８３５万円

通常納付金額

４３０万円

４００万円

２７０万円

２１０万円

１８０万円

１８０万円

１６７０万円

１ 年 次

２ 年 次

３ 年 次

４ 年 次

５ 年 次

６ 年 次

合 計

４

いよいよ２００８年１月に松本歯科大学矢ヶ�記念病院が開院となります。
新病院では診療科のみならず専門外来や医歯連携外来が存在し、医科診療部とも連携をとりながら診療を行なう体制になっています。
今後も総合医療センターとしてさらに地域医療に貢献し、また「やさしく、安全、親切で、確かな医療」をモットーにして、患者さんにますます
信頼される病院づくりを目指しています。

松本歯科大学校友会―広報 第３２号 ２００７年１２月１日
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